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本
会
常
務
理
事
・
事
務
局
長　

柚ゆ

原は
ら　

正ま
さ

敬た
か

地
方
議
会
で
台
湾
観
光
客
の
ビ
ザ
免
除
を
求
め
る
意
見
書
が
次
々
可
決

最
優
先
す
べ
き
台
湾
へ
の
ノ
ー
ビ
ザ

▼
最
優
先
す
べ
き
こ
れ
だ
け
の
理
由

　

日
本
か
ら
台
湾
へ
は
平
成
七
年
（
一
九
九

五
年
）
一
月
以
降
、
査
証
（
ビ
ザ
）
取
得
が

免
除
さ
れ
、
自
由
に
入
国
で
き
る
。

　

一
方
、
政
府
は
本
年
三
月
一
日
か
ら
、
日

本
を
訪
れ
る
韓
国
人
修
学
旅
行
生
に
対
す
る

査
証
を
免
除
し
、
四
月
一
日
か
ら
は
香
港
特

別
行
政
区
の
旅
券
所
持
者
お
よ
び
英
国
海
外

市
民
旅
券
所
持
者
（
香
港
居
住
権
者
）
に
対

し
て
も
九
十
日
以
内
は
査
証
を
免
除
し
、
九

月
一
日
に
は
中
国
人
修
学
旅
行
生
に
つ
い
て

も
ビ
ザ
を
免
除
し
た
。

　

し
か
し
、
台
湾
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
日
本
と
の
関
係
が
と
り
わ
け
深
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
韓
国
や
香
港
と
同
様
の
措
置

が
取
ら
れ
て
い
な
い
。
平
成
十
一
年
（
一
九

九
九
年
）
九
月
、
数
次
ビ
ザ
の
有
効
期
限
を

五
年
に
延
長
し
、
滞
在
日
数
を
九
十
日
に
拡

大
は
し
た
も
の
の
、
未
だ
に
ビ
ザ
を
取
得
し

な
け
れ
ば
入
国
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

確
か
に
本
年
九
月
一
日
か
ら
は
、
台
湾
人

修
学
旅
行
生
に
対
す
る
申
請
書
と
査
証
手
数

料
が
免
除
さ
れ
る
と
い
う
査
証
取
得
の
緩
和

措
置
が
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
査

証
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

　

で
は
、
な
ぜ
日
本
政
府
は
台
湾
に
ノ
ー
ビ

ザ
を
実
施
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

来
日
外
国
人
の
う
ち
、
台
湾
は
韓
国
に
次

い
で
二
番
目
に
多
く
、
し
か
も
観
光
客
数
に

つ
い
て
見
る
と
韓
国
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
に
あ

る
。
平
成
十
三
年
に
来
日
し
た
外
国
人
総
数

五
百
二
十
一
万
人
の
う
ち
ア
ジ
ア
か
ら
が
約

七
割
を
占
め
（
三
百
五
十
一
万
人
）、
そ
の

内
訳
は
、 

韓
国
・
百
四
十
六
万
人
（
四
一
・

六
％
）、 

台
湾
・
七
十
九
万
人
（
二
二
・

四
％
）、 

中
国
・
四
十
五
万
人
（
一
二
・

八
％
）、 

香
港
・
二
十
六
万
人
、 

フ
ィ
リ
ピ

ン
・
十
四
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
政
府
が
ア
ジ
ア
か
ら
の
入
国
者

に
対
し
て
ノ
ー
ビ
ザ
を
積
極
的
に
実
施
し
な

い
の
は
、
不
法
滞
在
者
や
犯
罪
者
の
増
加
を

恐
れ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
治
安
を
保
持
す

る
た
め
に
は
致
し
方
な
い
措
置
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
そ
の
犯
罪
率
な
ど
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
平
成
十
四
年

版
警
察
白
書
』
か
ら
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
平
成
十
三
年
中
の
不
法
入
国
者
は

二
千
四
百
九
十
八
人
で
、
中
国
人
が
全
体

の
五
八
・
五
％
を
占
め
（
千
四
百
六
十
二

人
）、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。

　

次
に
、
二
十
二
万
人
に
の
ぼ
る
不
法
残

留
者
の
点
か
ら
は
ど
う
か
と
い
う
と
、 

韓

国
・
五
万
五
千
人
（
二
四
・
六
％
）、 

フ
ィ

リ
ピ
ン
・
二
万
九
千
人
（
一
三
・
二
％
）、 

中
国
・
二
万
七
千
人
（
一
二
・
三
％
）
と
続
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き
、
台
湾
は
九
千
人
（
四
％
）
で
、
韓
国
の

六
分
の
一
し
か
い
な
い
。
来
日
者
数
に
比
し

て
、
台
湾
が
い
か
に
低
い
か
見
て
と
れ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
来
日
外
国
人
犯
罪
の
検
挙

件
数
で
あ
る
。
そ
の
総
数
は
一
万
八
千
百
九

十
九
件
で
、
中
国
が
約
半
数
の
八
千
九
百

四
十
五
件
（
四
九
・
二
％
）
を
占
め
る
。

次
い
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
三
千
四
百
五
十
七
件

（
一
九
％
）、
韓
国
の
千
百
三
十
四
件
（
六
・

二
％
）
と
続
い
て
い
る
。
な
ん
と
台
湾
は
韓

国
の
十
分
の
一
の
百
十
七
件
（
〇
・
六
％
）

し
か
な
く
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
百
八
十
三

件
を
下
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
台
湾
は
他
国
に
比
べ
て
遵

法
精
神
に
富
ん
で
い
る
実
態
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
実
態
に
鑑
み
、
ま
た
そ
の

交
流
の
深
さ
を
勘
案
す
れ
ば
、
台
湾
が
ノ
ー

ビ
ザ
適
用
地
域
と
し
て
最
優
先
さ
れ
る
べ
き

は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

▼
一
都
三
県
議
会
で
ノ
ー
ビ
ザ
要
求
を
可
決

　

そ
こ
で
、
台
湾
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
不

正
常
な
実
態
を
改
善
す
る
た
め
に
、
こ
の
夏

か
ら
地
方
議
会
で
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客
や

修
学
旅
行
生
の
査
証
免
除
を
求
め
る
意
見
書

が
次
々
と
可
決
さ
れ
、
政
府
に
提
出
さ
れ
て

い
る
。
秋
田
県
議
会
で
は
請
願
書
も
採
択
さ

れ
て
い
る
。
可
決
順
に
紹
介
す
れ
ば
次
の
よ

う
に
な
る
（
○
印
は
修
学
旅
行
生
、
□
印
は

観
光
客
。
意
見
書
は
表
２
に
掲
載
）。

○　

七
月
九
日
、
香
川
県
議
会
（
意
見
書
）

□　

十
月
一
日
、
秋
田
県
議
会
（
意
見
書
）

□　

十
月
一
日
、
秋
田
県
議
会
（
請
願
書
）

○　

十
月
六
日
、
広
島
県
議
会
（
意
見
書
）

□　

十
月
七
日
、
東
京
都
議
会
（
意
見
書
）

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
意
見
書
に
も
あ
る
よ
う

に
、
政
府
は
平
成
十
五
年
七
月
三
十
一
日
に

「
観
光
立
国
行
動
計
画
」
を
決
定
し
、
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
外
国
人
観
光
客
を
倍
増
さ
せ

る
政
府
方
針
を
表
明
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
二

十
五
日
ま
で
開
か
れ
る
愛
知
万
博
で
は
、
こ

の
期
間
だ
け
韓
国
と
台
湾
か
ら
の
観
光
客
に

は
ビ
ザ
が
免
除
さ
れ
る
模
様
だ
。
だ
が
、
万

博
期
間
の
み
と
い
う
の
は
来
場
者
増
を
当
て

込
ん
だ
小
手
先
の
措
置
で
し
か
な
い
。

　

こ
れ
で
は
、
台
湾
と
正
式
な
国
交
が
な
い

と
は
い
え
、
実
務
レ
ベ
ル
で
の
交
流
は
認
め

て
い
る
の
だ
か
ら
、
外
交
の
「
互
恵
の
原

則
」
に
悖
る
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で

も
あ
る
ま
い
。
ま
し
て
や
、
政
府
は
平
成
十

年
に
台
湾
の
旅
券
を
承
認
し
、
七
十
二
時
間

の
ノ
ー
ビ
ザ
適
用
を
実
施
し
て
い
る
。
現
に

行
政
院
長
に
適
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。
台
湾

に
は
す
で
に
法
的
根
拠
が
あ
る
の
だ
。

　

従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
縷
々
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
韓
国
や
中
国
に
比
べ
て
遵
法
精
神
に

富
む
台
湾
か
ら
の
入
国
者
に
、
全
面
的
な
査

証
免
除
が
早
急
に
、
か
つ
最
優
先
し
て
実
施

さ
れ
る
べ
き
は
も
は
や
論
を
俟
た
な
い
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
日
台
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
意
見
書
可
決
な
ど
議
会
で
の
早
急

な
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
賛
同

者
に
は
誓
願
や
陳
情
な
ど
で
そ
の
声
を
議
会

に
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
る
。
可
決

さ
れ
た
意
見
書
は
各
都
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
、
請
願
・
陳
情
の
書
式
や
提
出

時
期
は
各
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、

ご
確
認
の
上
ぜ
ひ
お
取
り
組
み
願
い
た
い
。


